
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 夏以降 

計画 

除染モデル
実証事業 

先行除染 

本格除染 

仮置場 

当面の除染特別地域の除染工程表 

                        測量・造成・搬入 

同意されたところから順次実施 

関係人の確認・把握 

設計 

役場・公民館 等 

常磐道（環境省モデル事業） 等 

同意の取得 

上下水道施設等のインフラ施設 

(別添１) 

※具体的な除染の実施に際しては、市町村ごとに除染の手順を設定 

内閣府モデル事業 

高線量地域（環境省モデル事業） 

※知見を随時活用 

特別地域内除染実施計画 

建物等の放射線モニタリング 

建物等の状況調査 

除染作業開始 

本格除染 

土壌等の搬入（随時） 

住民説明会 
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平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年
度以降 

1月 4月 7月 10月 1月 4月 7月 10月 1月 

本
格
除
染 

避難指示
解除準備
区域（※）と
なる地域 

 

※20mSv/年
以下 

居住制限
区域（※）と
なる地域 

 

※20mSv/年
～50mSv/年 

帰還困難
区域（※）と
なる地域 

 

※50mSv/年
超 

仮置場 

新たな避難指示区域ごとの除染工程表 

設計等                         測量・造成（地元合意が得られ次第順次） 
搬入・管理 

５～10mSv/年の区域 

１～５mSv/年の区域 

20～50mSv/年の区域 

モデル事業 

10～20mSv/年の区域 
（学校は５～20mSv/年） 
 

結果の検証 

（別添２） 

※具体的な除染の実施に際しては、市町村ごとに除染の手順を設定。 

※除染の実施に当たっては、モデル事業（内閣府、環境省）等で得られる技術的知見を適宜取り入れる。 

・モデル事業に
よる技術実証 

・役場等の先
行除染 

・建物等の放
射線モニタリ
ング 

・建物等の状
況調査 

・同意の取得 

 

※市町村ごと
の実情を踏ま
えて、個別に
検討 

 

住民の同意、仮置場の確保
等の諸条件が整い次第、 

除染事業を開始 
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除染工程の一連の流れ 

放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・建
物
等
の
状
況

調
査
（現
地
調
査
） 

除
染
方
法
の
決
定 

除
染
作
業 

事
後
の
放
射
線
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
等 

終
了
・（継
続 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
） 

現
地
調
査
等
に
つ
い

て
の
住
民
説
明
会 

土
地
の
関
係
人
（占

有
者
等
）の
把
握 

建物等への 
立入の了解 

結果の報告 
除染方法の確認 
除染の同意 

土地の関係人（占有者等）とのやり取り 

６万世帯の 
調査 

約50万箇所のモニタリング、
数万棟の建物調査（５ヶ月） 

準備が整ったところから、順
次、発注 

（別添３） 
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